
仏教を英語で学ぶ会
2025

オンライン同時開催 
会場・オンライン共に
見逃し配信あり　

LEARNING BUDDHISM IN ENGLISH

PART1   英語で仏教入門

PART2   華開く大乗
                           インドから東アジアへ

PART3   英語で学ぶ日本仏教

概　要
日　時：各月 (4月～12月) 18:30～20:00
会　場：仏教伝道センタービル ( 東京都港区4丁目3-14 ) 
参加費：各PART ( 講義 3 回 ) 6,000円 / 全PART (講義 9 回) 13,500円
定 　員：会場60名 / オンライン100名
お申込み：仏教伝道協会HPより (  https://www.bdk.or.jp/ )
お問合せ：event@bdk.or.jp もしくは03-3455-5851

お申込みはこちらから  ( 仏教伝道協会 HP )    

本講座は仏教を英語で学ぶための講座です。PART1では初期仏教、PART2では大乗
仏教、PART3では日本仏教をテーマにした講座を英語で行います。
英語という言語を通して仏教を学び、歴史と思想の発展を知ることにより大きな視
野と多角的な仏教理解を身につけることを目指します。

①4月24日　仏教の基本
②5月29日　仏教の修行
③6月26日　仏教の思想と解脱

講師：Alexander O'Neill 氏

講師：伊藤 真 氏

①7月31日　大乗経典の出現
②8月28日　法界縁起の世界
③9月25日　天空の菩薩たち

①10月10日
　　平安仏教における諸問題
②11月13日　最澄と空海
③12月11日
　　平安仏教から鎌倉仏教へ

講師：Matthew McMullen氏

※講義は基本的に英語で行われます。



仏教を英語で学ぶ会 2025 
【講師プロフィール】 

●PART1　Alexander O'Neill (アレクサンダー・オニール) 氏 　　　　武蔵野大学講師

●PART3　Matthew McMullen (マシュー・マクマレン) 氏
　　　　　　　　　　　　　南山宗教文化研究所第一種研究所員 / 南山大学准教授

●PART2　伊藤 真 (いとう まこと) 氏
　 　　東洋大学・大正大学など非常勤講師 / 親鸞仏教センター 嘱託研究員 / 翻訳家

武蔵野大学特任講師。トロント大学にて博士号取得後、ロンドン大学SOASにて研究員を務める。専門はネパー
ルのネワール仏教、 大乗仏教文献、浄土真宗。仏典の英訳も行い、大乗仏教文献および浄土真宗に関する著書
を複数刊行。大学院在学中、BDKカナダ奨学金受給生に選出。

1988年、京都大学文学部哲学科卒業（社会学専攻）。2012年、佛教大学大学院博士課程修了（仏教学専攻。博士
［文学］）。専門は中国華厳思想、地蔵経典、近代日本仏教思想など。また、翻訳家として国際問題・現代史など
のノンフィクションを訳出。訳書に『ぶち壊し屋—トランプがいたホワイトハウス2017–2021』（ピーター・ベイ
カー／スーザン・グラッサー著、白水社、2024年）、『アメリカ流 マインドを変える仏教入門』（ケネス・タナカ
著、春秋社、2016年）など。

2008年、ハワイ大学アジア宗教学科にてM.A.を取得、2016年、カリフォルニア大学バークレー校仏教学科にて
Ph.D.を取得。修士・博士課程において、大正大学仏教学部または早稲田大学文学部東洋哲学に留学。2018年よ
り、南山宗教文化研究所第一種研究所員とJapanese Journal of Religious Studiesの編集者となった。

【お申込み方法】 

会場参加、オンライン参加共に仏教伝道協会HPよりお申込みください。( チラシ表面にQRコード掲載 )

【オンライン参加方法】 

本講座のオンライン配信はZOOMウェビナーを使用します。

【会場までのアクセス】 

公益財団法人仏教伝道協会
〒108-0014  東京都港区芝4-3-14 仏教伝道センタービル 8階    TEL : 03-3455-5851
○JR 田町駅 三田口 ( 西口 ) より徒歩  7 分  /   都営地下鉄三田線、地下鉄浅草線  三田駅 A9番出口より徒歩  3 分
 　※駐車場がございません。

　 ※お客様の都合によるキャンセルに伴う返金がございません。
　 ※諸事情に、開催日程およびテーマ等が変更になることがあります。

【お申込み先】 

公益財団法人仏教伝道協会HP　https://www.bdk.or.jp/

【お問合せ先】 

メールでのお問合せ    event@bdk.or.jp
電話でのお問合せ   03-3455-5851

【使用言語について】 

本講義は基本的に英語にて講義を行います。専門用語や難しい概念の説明には適宜日本語を使用します。


